




















































































































































































　黄檗宗：	隠元が 17 世紀中頃に創立、1661 年萬福寺を創建、約 350 年前。
　曹洞宗：	道元が13世紀中頃に創立、1243年福井に永平寺を創建、約800年前。































① 　時間的経過：隠元が日本で開山して 3 世紀半、そして、日本僧を中心とす
る寺院運営から2世紀半が経ち、声明は時代とともに変遷を重ねてきました。
② 　楽譜によらない口伝心授（口頭伝承）：明清時代の仏教音楽は楽譜を用いま
せん。黄檗声明も楽譜を用いず、口伝心授（口頭伝承）で伝えられたために変
化したと考えられます。
③ 　日本に根付く独特の島国風土：中国には「風土が人柄を育てる」というこ
とわざがあります。日本と中国では風土が異なるために、そこで育まれた民
族性や美意識も異なります。中華民族の美意識は「雄大かつ壮絶にて濃厚に
奇艷でいる」ものと言えますが、日本民族の美意識は「静寂かつ淡白にして
幽玄を極めている」と言えるもので、黄檗声明の日本化は美意識の違いを具
現化していると言えます。
【図】転調
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まとめと考察
（1）永遠の郷音、変容する郷音
　来日中国僧の郷愁と情緒によって、黄檗声明は、多くの中国的要素を継承
し、明清の時代的特徴を色濃くもつ音色を生み出しました。その一方、日本の
風土に融合した黄檗声明は日本化し、新たな日本の音色を生み出したのです。
　黄檗声明の将来を考える時、永遠の故郷の音は「永遠」であり得るのか。変
容するこの音は最終的にはどこへたどり着くのか。非常に興味深い問題です。
（2）大陸仏教音楽への恩返し
①　驚くほどの速さで進んだ中国における仏教音楽の世俗化：歴史上、仏教音
楽の世俗化の歩みは一度も止まったことがないだろうと考えられますが、20 世
紀1950年代以降、中国大陸の仏教音楽が急速な世俗化の変遷を辿ったことは驚
くべきことでして、現代の流行曲さえも寺院の儀式音楽として使われました。
例一の仏曲「六字真言」はテレサ・テンが歌った流行歌「小城物語」のメロデ
ィーを採用しています。例二の仏曲「菩薩聖号」は大衆歌謡曲「蘇武牧羊」の
メロディーを採用しています。
例一：仏楽曲「六字真言」と「小城故事」との比較
【楽譜】「六字真言」
【楽譜】「小城故事」
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例二：仏楽曲「菩薩聖号」と歌謡曲「蘇武牧羊」との比較
　上記の例をみると、現代の中国において、仏教音楽の世俗化が日に日に増し
ていることがわかります。
②　有識者による「古質」の復興：仏教音楽は音楽芸術であり、また仏教儀礼
の一要素でもあり、仏教文化を構成するものであると言えます。中国における
仏教音楽の急速な世俗化は学術界の注目を集めていますが、仏教界を悩ませる
種でもあります。このようななか、有識者らは梵唄の古い特徴の復元の必要性
を訴えていますが、そもそも、梵唄の古い特徴とは一体どのようなものでしょ
うか。黄檗声明と日本の伝統的な仏教各宗に伝わる声明が、その問題を考える
際に大きな手がかりとなると筆者は考えます。
	 （しゅう	うん　中国・武漢音楽学院	教授）
【楽譜】「菩薩聖号」
【楽譜】「蘇武牧羊」
